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＜連絡事項＞
・昨日より現在使用している申し送り用紙は廃止し、申し送りでは患者様全員の名前が書いてある名簿等を利用しながらの申し送りへ変更としていますが、理由として、二週間程実施してみましたが、深夜での更新入力作業が、二度手間となっている事や必要以外の情報も入力されている状況にある仕事を増やしてしまっている為、今回見直しました。必要時、自分でメモをしながら、情報伝達して下さい。
　
・医療安全管理委員会より
死亡事故に関して、資料を印刷しています。各自確認し、5/28（月）のカンファレンス内で個人の意見を聞きますので考えておいてください。5/28に勤務ではないスタッフは、委員の藤田ＮＳへメールで意見をください。

・人事考課の目標設定、再提出指示され、まだ提出していない方は5/27（日）までに提出して下さい。

・5月看護計画の評価、随時入力して下さい。担当スタッフは確認をお願いします。

・スタッフへ利用登録申請書への署名をしてもらいます。


＜患者様連絡事項＞
・浅坂　政美様～5/25（金）の退院前訪問指導を行っています。

・曽我　正子様～本日、午後、デイケア体験利用実施しています。本日は、色塗りをしてきたとの事。次回6月9日（土）　9:30～11:30を予定。

＜要注目患者様＞
・吉島　千寿子様～日課などスタッフへ聞きながら行っています。スタッフへの対応も穏やかとなっています。重装備的なフードを被る様子から、服装なども変化してきています。

・成田　富士子様～活気なさそうな表情を演技的にされていますが、不機嫌さはないです。指示のインスリンや血糖測定実施できています。本日の作業療法では、
　　　　　　　　　涙ぐみながら悲観的な訴えをされていますが、傾聴する事で、落着いたとの情報あります。スタッフの言動に敏感となってしまう事があります。引き続き、感情コントロールできるよう関わっていきましょう。

＜田名部Ｄr診察状況＞
・成田　富士子様～最近の調子について「まったく良くないです」と話しています。スタッフと上手く疎通が取れないことが原因であるようであるが、買い物に関してお金を使用しすぎることで注意されたりしてから、自身でも不満がある様に話しています。当院ではなく他の病院に移りたいことも話しています。「血糖値を測らない、料金を取らないところに行きたいです」と無理な要望。その他に、更に入院中の不満を強めて攻撃的な口調を続けています。

[bookmark: _GoBack]・吉島　知寿子様～最近の様子としては、北病棟に移ってからは、環境が変わったことで不安が強まっていたが、スタッフに対しても、攻撃性を示していることがあった。最近は、落ち着いても来ています。診察時には、5月30日には退院したいとの要望を示しています。その際に、離婚届を提出したい、との予定を自分で考えています。また、やはり退院したら、以前話していた男性宅の所で住む要望であることも話しています。依然として、計画性のない話をしています。5/30外出希望あり、主治医許可するとの事。受け持ち担当と外出ついて相談し申請するよう伝えています。（スタッフ付き添い）6月中にケア会議開催指示あり。

・瀧澤　杏奈様～幻聴は「・・丸つぶれだ」といったものが聞かれたという。その他には、いろいろな幻聴はあるが「楽しい幻聴です」と話しています。
　　　　　　　　ふらつき、吐き気あると訴えあり。服薬調整となっています。


＜田名部Ｄｒ退院支援委員会＞
・伊藤　義彦様～自宅への退院に向け、弟様と話し合いを行い、退院支援を行っていく。

・吉田　光良様～6月4日に自宅へ退院予定。南陽館(火・金)通所することで、調整している。退院前にケア会議実施予定。初外来日：6月13日。

・吉島　知寿子様～感情コントロール上手くできる様に内服調整を要する、退院後の生活場所がない状況。退院後の生活環境を検討していく。

・三浦　久司様～青山荘入所の方向で調整中。サービス申請済みで、6月4日に八戸福祉課の訪問調査予定。

・成田　富士子様～こだわりが強く、また、情緒が不安定なため独居が困難、糖尿病の知識不足により自己管理が困難、金銭管理能力の欠落しており、強い介入が必要な状況です。みちのく記念病院を視野に入れ退院支援を行っていく。

・千葉　光広様～母様高齢により施設入所中、保証人がいない状況。月1回、母への面会に行かれている。アパート修理費等の支払いは住んでおり、今後は、本人の生活環境調整が必要となっている。

・犹守　祐太様～本人・家族との距離が遠く、歩み寄りがなく一方通行です。本人の病識がなく、スタッフから退院に向けて、社会資源の活用、障害年金の受給を勧めていますが、これまでと同じ態度にて、自分には必要ない、と頑迷に断っている状況は続いています。本人へ根気よく、退院に向けて働きかけていく。

・瀧澤　杏奈様～自宅の方向。6月上旬を希望、ご家族と調整中。以前通所していた作業所　
　　　　　　　　など確認、検討。

＜SSTミーティング＞
短期目標の評価。
